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オーストラリア大都市圏におけるホテル立地に関する考察
－ホテル検索サイトデータを用いて－

宇野広樹＊・堤　純＊＊

＊筑波大学大学院生，＊＊筑波大学生命環境系

本稿では，Webサイト上のビッグデータであるホテル検索サイトデータをもとに，メルボルン大都
市圏内部における宿泊施設の立地に関して考察を行い，地理学におけるWebデータの有用性と今後の
改善点や課題を論じることを目的とした。その結果，①ApartmentsやAparthotelなどに代表される長
期滞在需要を主な顧客とする施設が多いこと，②オーストラリアにおいて不動産関連ビジネスを行う
中国人または中国系オーストラリア人が増加していることが明らかになった。そして，これらは既存
のオープンデータでは得られなかった結果であり，ホテル検索サイトのWebデータから地域の特性を
捉えるための基礎データとして貢献したといえる。その一方で，Webデータを利用する際にはデータ
の有用性と個人情報の扱いに注意が必要であることが課題として挙げられた。
キーワード：Webデータ，ホテル検索サイト，GIS，宿泊施設，メルボルン大都市圏

Ⅰ　はじめに

インターネットの普及に伴い，Webサイト上に
は膨大なデータの蓄積がされてきた。その中でも
時空間的に大規模かつ高精細なデータ，いわゆる
ビッグデータが利用可能になった（秋山，2019）。
そして，ビッグデータを活用する動きは世界中で
活発化していることもあり，国や自治体を中心に
一部の企業においてもデータの整備，オープン
データ化が進行している。
また，地理空間情報が身近に使われるように
なったことも後押しし，ビッグデータを利用した
地理学の研究は増加傾向にある（秋山，2019）。
地理学の研究で使用機会の多いビッグデータ
の例としては，デジタル地図やPOI（Point of 

Interest），マイクロジオデータなどのポイント
データや，パーソントリップ調査やスマートフォ
ンの位置情報を利用した移動体データなどが挙げ
られる。具体的な研究事例を挙げれば，前者には
デジタル電話帳を用いた商業集積地域の分布を示
した秋山（2018）の研究があり，後者にはGPS

による訪日旅行者の移動ネットワークを示した杜
（2018）などが代表例として挙げられる。
上記のように，ビッグデータの活用は増えつつ
あるものの，統計やオープンデータの利用はデー
タの公開されている範囲内に限定される。そのた
め，オープンデータ以外で必要となるビッグデー
タを利用するためには，産官学のそれぞれの機
関にデータ提供を依頼する必要がある。しかし，
データを利用するまでに費用や時間，共同研究や
申請の手続きなどが必要であるため，研究を進め
る上で障壁となりうる。そこで本稿では，自ら
データ収集する対象としてWeb上に公開されて
いるデータに着目した。

Webデータは日々データが蓄積されているた
め，Webサイトは常に増え続けており，サイトの
データや形式も異なるため，データベースを作成
するのが困難である。そこで，Webデータをま
とめているサイトとしてポータルサイトが挙げら
れる。ポータルサイトの特徴として以下の3点が
挙げられる。1点目はデータ形式が統一されてい
ることである。2点目はオープンデータにはない
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詳細な情報が含まれている可能性が考えられるこ
とである。3点目はポータルサイトを管理する企
業側がWeb APIを準備しており，利用できるもの
もあることである。例えば，杉本ほか（2019）で
はグルメ情報サイト「ぐるなび」を用いて時間帯
ごとの店舗分布や種類を分析したものがある。こ
のように，ポータルサイトは，元のサイトの情報
を集計して新たなデータベースを作成する上で有
用である。本稿では，ポータルサイトの一つとし
てホテル検索サイトに着目した。
以上を踏まえ，本稿ではWebサイト上のビッ

グデータであるホテル検索サイトデータをもと
に，メルボルン大都市圏内部における宿泊施設の
立地に関して考察することを目的とする。その
際，地理学におけるWebデータの有用性と今後
の改善点や課題についても論じる。

Ⅱ　ホテル検索サイトデータの特性とGISとの連携

１．ホテル検索サイトデータの特性
ホテル検索サイトは，Online Travel Agent（以

下，OTA）の一つであり，インターネット上で
ホテルをはじめとする宿泊施設の検索・予約を行
うことができる。かつては旅行代理店や直接ホテ
ルへの電話などでの予約が主流であったが，イン
ターネットの普及に伴って近年ではOTAがホテ
ル検索および予約の主流となっている。ホテル検
索サイトの利点として清水（2014）は，利用者は
ネットを利用していつでも自分で世界中の宿泊施
設の情報を確認して予約ができるようになっただ
けでなく，自分が宿泊したホテルについての評価
やコメントを投稿し，同様に他人が投稿したコメ
ントを見ることができるようになったと指摘して
いる。また，条件を指定することで目的に合わせ
た宿泊施設を効率よく検索できる点も優れてい
る。他方，国内外を問わず個人客の集客ができる
ことや，客室管理などが行いやすくなったことな

どを宿泊施設側の利点として清水（2014）は指摘
している。このように，ホテル検索サイトの利用
は利用者・宿泊施設の双方に利点があり，検索サ
イトの利用増加が今後も見込まれる。また，利用
客にとって施設の設備やサービス，またはその周
辺地域への利便性などが重要視されるため，多様
な情報が記載される傾向にある。そして，地域に
よってサービスや設備の特徴は異なるため，各地
域の固有性を見出すこともできる。
ホテル検索サイトを用いた既存の研究として
は，Web APIを用いて宿泊施設の空き室状況の時
空間変化を考察した澁木（2021）や，稼働率を推
定した津田ほか（2013）などが挙げられる。これ
らの研究の共通点は，イベントの有無や季節ご
とに宿泊施設の利用が変動するリスクに着目し，
ビッグデータを用いることで観光産業のマーケ
ティングや観光政策に有用な情報整備の可能性を
期待している点にある。

２．ホテル検索サイトデータのGISへの利用
本稿では，ホテル検索サイトの情報をもとに
データベースを作成した。取得する際の検索条
件とデータの概要は表1の通りである。そして，
データベースをもとにGISで利用可能な位置情報
付きデータを整え，それらのデータをもとに最終
的に地図化した。
まず，GISの利用において必要不可欠なのは位
置情報である。一般的なWebサイトにおいて企
業や所在地の住所が記載されていることは多いも
のの，住所データではジオコーディングを行う必
要がある。しかし，テキストとして緯度経度座
標の記載がない場合であってもGoogle Maps や
Yahoo!地図といった地図がWebサイト上に埋め
込まれている場合は，ディベロッパーツール（開
発者ツール）を用いてソースコードを表示して検
索することで，緯度経度座標を取得することがで
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きる。本稿で対象とするホテルはビジネス，観光
といった目的に関係なくその地域の行動拠点とな
るため，ホテルの位置はユーザーとしても重要で
ある。そのため，ホテル検索サイトでは地図が埋
め込まれていることが多く，GISとの相性が良い
といえる。また，澁木（2021）に代表されるよう
にWeb APIを用いる手段もある。例えばじゃらん

Webサービス宿表示アドバンスでは，緯度経度
座標の取得ができるだけでなく，絞り込み検索も
行えるため，特定の条件の宿泊施設を容易に検索
することができる。
次に，属性データについては，宿泊施設の形態
やランクなどの基本的な情報に加えて設備やサー
ビスの情報を取得した。とりわけ，設備やサービ
スについては国勢調査や自治体等のオープンデー
タからでは収集できないデータであるため，従来
のホテル立地研究では現地調査でしか得られな
かった情報を広範囲で大量に分析することが可能
となる。そこで本稿では，メルボルン大都市圏の
宿泊施設の特徴を考察するために，宿泊施設の形
態，キッチン設備，スタッフの対応言語の三つに
ついて次章以降で取り上げる。

Ⅲ　メルボルン大都市圏における宿泊施設の立地
特性

１．宿泊施設形態別の立地特性
表2は，メルボルン大都市圏内の宿泊施設形態
別にみた件数である。収集した宿泊施設数は全
体で767件であり，それぞれの宿泊施設形態を特
徴や性質をもとに五つに類型化した。それぞれ
の特徴は以下の通りである。まずHotelについて
は，一般的にホテルと呼ばれるタイプのもので
短期滞在中心の施設形態である。Hostelは，簡素
なサービスで低価格な宿泊施設形態のことを指
し，この中ではMotelが大半を占めている。次に
Apartmentsはキッチンや洗濯設備等の居住機能
を付帯した宿泊施設であり，AparthotelはHotel

とApartmentsの両方の機能を併せ持った施設形
態である。最後にOthersは，上記以外の施設形
態であり多くはリゾートや別荘などの休暇を目的
とした施設である（図1）。
まずHotelの分布をみると，図1の右下の拡大
図に明瞭に表れているように，鉄道で囲まれた

表1　検索条件と収集したデータの概要

（a）検索条件
（b）収集したデータの概要
 （Booking.comより著者作成）
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City Loopの南側に集中域がある。これらは主に
外国チェーンに代表される価格帯の高いホテルで
ある。Hotelは他にも，都心の北西約20kmに位
置するメルボルン空港周辺にも比較的まとまって
分布する地区が確認できる。次にHostelの分布を

みると，都心から南東方向（地図上のMonash地
区方向）に列状に分布するほか，都心から20km

～30km一帯に広く分散している。Hostelの分類
には，車を停めることができるMotelが含まれて
いる。Hostelは自動車がある場合でも利用しやす
い宿泊施設といえる。AparthotelとApartments

はともにキッチンを備えており，都心およびCity 

Loopの 外 側 のSouthbankやDocklandsに ま と
まって分布している特徴がある。メルボルンの都
心に近接して，定員の約25％の留学生（数万人
規模にのぼる）を擁する著名な大学が立地してい
る。都心周辺のキッチン付きアパート（最も多い
部屋タイプは2ベッドルーム）には，出身国が同
じ留学生がルームシェアして暮らしていることが
珍しくない。こうしたメルボルンの特殊事情が
キッチン付き宿泊施設が都心周辺に多くみられ
る一因とも考えられる（堤・オコナー，2008）。
Othersに分類される施設の大半は貸別荘や貸コ
テージなどである。Port Phillip湾の南方に突き出
るMornington半島や，都心から北東に50km程
に位置するワイナリー集積地区であるヤラバレー
（Yarra Ranges）の周辺にまとまって分布する傾
向が指摘できる。以上示したように，メルボルン
においてはAparthotel，Apartments，Othersの割
合が高い特徴を指摘できる。メルボルンには，比
較的長期間にわたって滞在する需要があるものと
推察される。

２．キッチン設備別ホテルの特性
前節で明らかになった長期滞在者の需要を示す
事例として，各施設のキッチン設備の有無を表示
したものが図2である。
この図をみて驚くべきことは，図中に赤のマー
カーで示されるキッチン付きの宿泊施設の多さで
ある。City Loopの外側のSouthbankやDocklands，
Mornington半島やヤラバレーでは大半がキッチ

表2　宿泊施設形態別件数

分類 宿泊施設形態 件数(件)
分類別

件数(件)

Hotel Hotel 198 198

Bed and Breakfast 33

Guest house 12

Hostel 23

Inn 1

Motel 83

Aparthotel Aparthotel 186 186

Apartments Apartments 126 126

Boat 1

Campsite 3

Chalet 1

Country house 2

Farm stay 2

Holiday home 46

Holiday Park 8

Homestay 25

Lodge 7

Resort 4

Villa 6

767 767

Hostel

Others

152

105

合計

1）分類については，以下の通りである。
　  Hotel：ホテル。
　  Hostel： ドミトリータイプのものや簡易的な宿

泊施設。
　  Aparthotel： ホテルとアパートの両方の機能を

持つ宿泊施設。Apartmentsとはス
タッフが常駐していることやハウ
スキーピング等のサービスにより
区別される。サービスアパートメ
ンとも呼ばれる。

　  Apartments： キッチンや洗濯設備が付帯した住
居に近い宿泊施設。

　  Others：上記以外の宿泊施設。
 （Booking.comより著者作成）
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ン付きである。一方，キッチンのない施設の大半
は，都心のホテルと郊外のモーテルであると考え
られる。その他，共同で使えるShared kitchenが
備わった宿泊施設や，ガスコンロこそ無いもの

の，電子レンジ，トースター，冷蔵庫程度が備え
付けられ，朝食程度ならば自室で作ることができ
るKitchenetteが備わった宿泊施設も散見される。

図1　メルボルン大都市圏における宿泊施設形態別立地分布（2022年1月時点）
1）Hostelには，Bed and Breakfast，Motel，Guest house，Innを含む。
2）Othersには，Holiday homes，Home stay，Villa，Lodge，Resort，Campsite，Chalet等を含む。
3）それぞれの凡例の分類については，以下の通りである。
　  Hotel：ホテル。
　  Hostel：ドミトリータイプのものや簡易的な宿泊施設。
　  Aparthotel： ホテルとアパートの両方の機能を持つ宿泊施設。Apartmentsとはスタッフが常駐している

ことやハウスキーピング等のサービスにより区別される。サービスアパートメントとも呼
ばれる。

　  Apartments：キッチンや洗濯設備が付帯した住居に近い宿泊施設。
　  Others：上記以外の宿泊施設。
 （Booking.comより著者作成）
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３．スタッフの対応言語と宿泊施設形態の立地
特性

表3はスタッフが対応可能な言語別にみた施設
件数である。施設によっては多言語対応している
ものもあるため，それぞれの言語別に集計した。
まずアジア系言語とヨーロッパ・アフリカ系言
語を比べると，アジア系言語の方が2倍以上対応
している施設が多いことがわかる。アジア系言語

に着目すると，最も多いのは中国語であり，次い
でインド系言語であった。実際に中国とインドは
来豪する母数自体が多いため，宿泊施設にとって
主な顧客となっていると推察される。また，フィ
リピン語やマレー語，インドネシア語など東南ア
ジア諸国の言語対応可能な施設もみられ，オース
トラリアとの地理的な近接性が関係していると考
えられる。一方で，ヨーロッパ・アフリカ系の言

図2　キッチン設備別にみたメルボルン大都市圏の宿泊施設の分布（2022年1月時点）
1）No Kitchenには，記載のないものを含む。
2）Kitchenetteは簡易的なキッチンを示す。
3）Kitchenには，Kitchenの記載があるものに加えて，Dining Tableの記載があるものも含む。
 （Booking.comより著者作成）
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語については，フランス語，イタリア語，スペイ
ン語が多い傾向がみてとれる。ここでは，最も対
応している施設が多い中国語に着目して，施設形
態と言語の対応関係を図3に示した。
この図によれば，中国語対応スタッフが常
駐する宿泊施設は，都心のHotel，Aparthotel，
Apartments，および，都心から南東のMonash方

面に通じる幹線道路沿いのHostel，Monash地区
の北側のBox Hill地区，都心から北西方向の空港
周辺のHotelやHostelで顕著なことがわかる。一
方で，図1や図2で宿泊施設が比較的集中してみ
られたMornington半島やヤラバレーでは，中国
語対応のスタッフがいる宿泊施設はそれほど多く
ないことがみてとれる。ここから見えてくる事実
は，保養地に立地する貸別荘や貸コテージの大半
は英語が卓越する空間の中にあることである。す
なわち，保養地の宿泊施設の利用者の大多数は英
語話者であり，多言語化が進まないのではなく，
多言語化する必要がない（多言語化しなくても営
業可能）と推察することが妥当である。

Ⅳ　考察

本章では，ホテル検索サイトの情報を活用し
た分析によって得られた結果からメルボルン大
都市圏内部における宿泊施設の立地について考
察する。まず，表2，図1および図2からいえる
のは，長期滞在者向けの宿泊施設が多いことで
ある。実際に，オーストラリア統計局（ABS）の
2019年における短期滞在者 

1）の滞在期間の中央値
は，オーストラリア全体で10日に対し，メルボ
ルン大都市圏が含まれるビクトリア州では12日
である。すなわち，メルボルン大都市圏の宿泊施
設は長期滞在する傾向にあるオーストラリアの特
性に合った設備やサービスを整備しているという
ことがうかがえる。とりわけ都心20km圏内では
AparthotelやApartmentsが多くなっている。不
動産バブルの続くオーストラリアの大都市では，
主に中国人による投機目的の不動産開発が盛んに
行われ，自らが使用しない期間に賃貸仲介サービ
ス会社を通じてサブリースに出される物件が，都
心近くのServiced Apartments（家具付きアパー
ト）の急増の一因と考えられることも指摘できる
（Tsutsumi and OʼConnor, 2011）。

表3　 メルボルン大都市圏におけるスタッフの
対応言語

1） 中 国 語 に は，Chineseの ほ か にMandarin，
Cantoneseも含まれる。

2） インド系言語には，Hindi以外にGujarati，Tamil，
Telugu，Urduを含む。

3） その他のアジア系言語およびヨーロッパ・ア
フリカ系言語には各言語の総数が20件に満た
ないものが該当する。アジア系ではArabic，
Korean，Thaiなどが挙げられ，ヨーロッパ・ア
フリカ系ではGreek，Portugueseなどが挙げら
れる。

4） アジア系，ヨーロッパ・アフリカ系の件数は，
該当する言語が記載されているものをカウント
している。

 （Booking.comより著者作成）
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次に，表3および図3からいえるのは，ヨーロッ
パ・アフリカ系言語と比較してアジア系言語が対
応可能な施設が多く，とりわけ中国語に対応でき
る施設が極めて多いことが挙げられる。これは，
中国人観光客が多いからという理由もさることな
がら，オーストラリアにおいて不動産関連ビジネ
スを行う中国人または中国系オーストラリア人が
増加していることも一因と考えられる。英語と中
国語のバイリンガルな実業家が宿泊施設を経営し

ている事例が増加していると推察される。
また，Mornington半島やヤラバレーといった
保養地には貸別荘や貸コテージといった休暇を目
的とする宿泊施設が多く立地していた。紙幅の都
合上，本稿では推察にとどまっているものの，ホ
テル検索サイト上の宿泊者のレビューを用いた
り，現地での聞き取り調査などを行ったりするこ
とで，その実態を詳細に明らかにできると考えら
れる。

図3　メルボルン大都市圏の中国語対応可能な宿泊施設の形態別分布（2022年1月）
1）凡例については図1と同様である。
2）中国語対応には，ChineseのほかにMandarin，Cantoneseも含まれる。
 （Booking.comより著者作成）
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上記のように，ポータルサイトの一つであるホ
テル検索サイトのWebデータは既存のオープン
データからでは見えなかったオーストラリアの特
性を理解するのに貢献したと考えられる。特に新
規にデータベースを作成し，既存の統計やオープ
ンデータ，または作成したデータ同士を組み合わ
せて利用することによって新たな知見を得られる
可能性がある。また，現地調査を行う前の下調べ
や，その逆に，現地調査後のデータの裏付けとし
て利用が可能である。換言すれば，Webデータ
には，公的機関からのデータ取得が難しいケース
においても，分析の基礎となるデータを提供して
くれる役割が期待できる。
その一方でWebデータを扱うにあたっては
データの有効性と個人情報の面で留意する必要
がある。Webデータは手軽に情報を入手できる
反面，データの利用規約や法律で制限が課されて
いる場合や，データの信憑性が不確かな場合があ
る。ホテル検索サイトの場合は，他社のホテル検
索サイトや個々の宿泊施設の公式HP等と比較し
てデータの信憑性を確かめる必要がある。また，
SNSやレビューなどについては個人情報の扱いに
注意する必要がある。

Ⅴ　おわりに

本稿では，Webサイト上のビッグデータの利
用としてホテル検索サイトデータに着目してメル
ボルン大都市圏における宿泊施設の立地に関す
る考察をすることを目的とした。その結果，①
ApartmentsやAparthotelなどに代表される長期
滞在者を主な顧客とする施設が多いこと，②オー
ストラリアにおいて不動産関連ビジネスを行う中
国人または中国系オーストラリア人が増加してい
ることが明らかになった。そして，これらは既存
のオープンデータでは得られなかった結果であ
り，ホテル検索サイトのWebデータから地域の

特性を捉えるための基礎データとして貢献したと
いえる。その一方で，Webデータを利用する際
にはデータの有効性と個人情報の扱いに注意が必
要であることが課題として挙げられた。
このように，Webデータを扱う上で課題点はあ
るものの，ビッグデータやWebデータを活用す
る動きは世界中で今後も増加すると予想される。
学術的にも実用的にも利用しやすい環境とデータ
を正しく扱うことのできる人材の育成が今後求め
られるだろう。

［付記］

本稿の骨子は，2022年2月に開催された第29回地理
空間学会例会（オンライン）の「オーストラリアの先
進的な統計利用－テーブルビルダーの利点と可能性－」
における「ホテル検索サイトデータを活用したオースト
ラリア都市内部のホテル立地に関する考察」で発表し
た。本稿の執筆にあたり，日本学術振興会科学研究費
補助金基盤研究（B）（No.24401036：研究代表者 堤　純）
の一部を使用した。

注

1） 短期滞在者とは，滞在期間が1年以内の滞在者であ
る。
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